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『生徒会憲章』の実現を図りながら、 

生徒一人一人の自己肯定感を高め、３年計画で自立を促し、未来への志を育む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

審査員特別賞 ６組 

最優秀賞 １年１組 

最優秀賞 ２年３組  優秀賞 ２年１組 

第３学年 学年合唱「春に」         最優秀賞 ３年１組（所沢市親善音楽会出場） 

２学期後半は、多くの方々から普段学べないことを学習させていただきました。    

６組の１３校スポーツ交流会・販売学習 

中央中学校以外の１２校の生徒たちとスポーツを通して、楽しくコミュニケーショ

ンを図る交流会がありました。本番に向けて所沢中学校で事前練習を行いました。

当日は他校の生徒と合同チームを編成し、玉入れ、ゴロドッジや全員リレーを行い

ました。普段他校の生徒とふれあ

う機会がないので、とても良い経

験になったことと思います。また、

日頃の学習の成果として、１１月１

日の学校公開時に授業で作成したクッキー、クリスマス用リースやエコたわし等

を販売しました。３年生は２年間の取組の成果もあり質の高い製品に仕上げてい

ました。お客様に対しての接遇や会計処理も経験を通して学習できました。 



赤ちゃんふれあい事業（ひかり児童館との連携）【３年生】 

多感な時期の中学生があかちゃん親子とふれあうことで、命の大切さ、尊さ、温かさ

を感じ取り、親の気持ちを知り、自分の存在価値を認識し、自分や周囲の人を大切に

するきっかけになればと中富南にあるひかり児童館で活動しているあかちゃんとその

保護者様にお越しいただき、家庭科の授業の一環としてふれあい体験をさせていただ

きました。妊娠期のエコー写真や生まれた時の写真等をお持ちいただき中学生に見

せていただきました。また、実際にあかちゃんを抱っこさせていただきました。 

福祉学習（協力：所沢市社会福祉協議会）【２年生】 

「福祉」とは高齢者や障害を持っている人だけでなく、すべての人々が幸せに生きる

ことです。そのための方法について考え、活動を通して学びました。一人一人が尊重さ

れ、支えあいながら自分らしい暮らしを実現していくために自分ができることについて考

えを深めることができたことと思います。車椅子体験をはじめ、「認知症サポーター養成

講座」も受講しました。「認知症サポーター」には、本来何か特別な活動を求められるわ

けではありません。日常生活の中で認知症の人と出会ったときに、適切な対応をするこ

とで、その人の尊厳を損なうことなく、認知症の人とそのご家族を見守り、応援者となる

ことが期待されています。 

三橋亜希子氏講演会（PTA主催）【全学年】 

自分を大切にし、人を大切にする。自分を信じ、人を信じる。コーチングを通して、今

を生きる力を育むサポートをしていただきました。今年は学年ごとに少しテーマ（内容）

を変えていただき計３回来校いただきました。特に３年生は終了後に座談会を開催し

て、三橋さんに直接お話を聞いていただきアドバイスを受けていました。 

自転車安全教室（所沢警察署交通課）【全学年】 

年末を迎え冬休みに入る前に①自転車の正しい乗り方、②自転車に関わる法改正について所沢警察署交通課の警察官にご

講演をいただきました。本校は自転車通学の生徒が約８０名います。部活動の大会や職場体験等でも利用します。一歩正門を出

ると社会のルールが適応されます。「知りませんでした。」は通用しません。今一度交通ルールを確認し正しい乗り方を実践しまし

ょう。本校は中富南交差点から航空管制塔交差点までの歩道通行を容認しています。（本来は車道を通行すべきところですが、例

外として交通量が多く、バス等の大型車両の往来があるためです。） もし歩行者と出会った場合は、徐行や一度自転車から降り

て歩行者が安全に通過したことを見届けてから再度自転車に乗るようにしましょう。歩行者を思いやる行動です。自転車に乗る生

徒も歩行者もお互い安心して過ごせる地域社会を目指しましょう。 

その他にも３年生対象に東洋大学の講師をお招きして「極限環境微生物」というテーマで講演していただきました。 

中央中学校学校運営協議会（令和７年から実施）      目標：地域で活躍できる「中央中生」を目指して【案】    

組織メンバー 具体的な取組 

①並木まちづくりセンター長     子ども音楽祭（吹奏楽部）参加、ポスター作製（美術部） 

②埼玉県立所沢中央高等学校長 中高連携 

③ひかり児童館長 あかちゃんふれあい事業（中３対象：３回） 

④コーディネーター（並木自治連合会会長） 中央中生の地域への関わりとしては①地区代表生徒と自治会長がコミュニケ

ーションを図るために協議会を設定します。②ボランティア等の人数確保等は

自治会長の依頼により地区代表生徒が調整し必要人数を集めます。これらに

より災害等の時の戦力として地域に貢献できる体制を整えることができます。 

⑤元学校評議員 

⑥元学校評議員 

⑦元学校評議員 

⑧本校PTA代表 PTA主催講演会（講師：三橋亜希子氏：令和７年度は学年毎３回） 

 


